
(1) 日  里予 稲  F号 会  幸晨 2010 5 10

日
野
稲
門
会
々
長

《
こ
挨
拶
》

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
わ
り
な
く

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
度
は
、
日
野
稲
門
会
の
総
会
を

１１
月
８
日
に
八
王
子
の
東
急
ス
ク
エ
ア

ビ
ル
で
開
催
し
、
４２
名
の
会
員
が
出
席

さ
れ
ま
し
た
ｃ
同
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
八
王
子
で
、
東
京
三
多
摩
支
部
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
終
了
後

そ
ち
ら
に
合
流
し
ま
し
た
。

三
多
摩
支
部
大
会
で
は
、
多
摩
２３
市

稲
門
会
の
活
動
報
告
や
早
大
　
白
井
克

彦
総
長
の
講
演
な
ど
が
あ
り
、
引
き
続

き
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
挨

拶
の
あ
と
、
早
稲
田
大
学
ニ
ュ
ー
オ
ル

リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
の
演
奏
を
聞
き

態
が
ら
、
２‐０
名
を
超
え
る
校
友
が
、
そ

れ
ぞ
れ
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
途
中
、

白
井
総
長
が
壇
上
に
上
が
り
、
野
球
、

ラ
グ
ビ
ー
な
ど
、
早
稲
田
不
ボ
ー
ツ
の

現
状
と
、
箱
根
駅
伝
に
つ
い
て
語
る
ハ

．プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
会
場
は
い
っ
き
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
三
多
摩
支
部
大
会

は
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
曰
野
稲
門
会
と
八
王
子

早
稲
田
会
関
係
者
の
皆
様
に
、
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
総
会
は
、
本
紙
４
面
に
ご
案

内
の
よ
う
に
、
７
月
４
日

（日
）
に
、

開
催

（会
場
は
別
紙
に
記
載
）
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
本
会

会
則
に
、

「
本
会
の
目
的
は
、
会
員
相

互
の
親
睦
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
地
方

文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
日
野
稲
門
会
と
し
て
も

何
ら
か
の
地
域
活
動
を
し
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
４
月
１８
日

（日
）
に
、

浅
川
清
掃
活
動
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
会
時
に
、

改
め
て
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
は
、
校
友
会
の
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る

「
稲
門
祭
」
の
記
念
品
販
売

に
つ
き
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
に
多
大

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
収
益

金
は
、
在
校
生
の
給
付
奨
学
金
の
貴
重

な
原
資
に
な
り
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
多
摩
支
部
大
会
の
ご
報
告
と

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

山

内

治

男

盛会だった三多摩支部大会 (戻垂享雇ズム吾
ル
)

山内会長の挨拶を聞く稲門会々員
(日野稲門会総会にて)

講演をする早大 白井総長
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懇
親
会
で
演
奏
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ル
リ
ン
ズ
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

５
月
“
日

　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

ク
　
２８
日
　
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ベ

´
　
四
日
　
早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

６
月
５
日
　
首
都
圏
早
稲
田
囲
碁
祭

７
月
４
日
　
第
３‐
回

・
総
会

・
懇
親
会

９
月
１１
日

　
ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

１０
月
１
日
　
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ク
　
‐７
日
　
稲
門
祭

″　
器
日
　
秋
の
収
穫
祭
（芋
掘
り
会
）

′

３０
日
　
早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

１１
月
劉
日
　
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

，
　
２‐
日
　
東
京
三
多
摩
支
部
大
会

　^
器
日
　

日
野
荒
ぶ
る
会
（早
慶
戦
）

．
　
２７
日
　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

柁
月
５
日
　
日
野
荒
ぶ
る
会
（早
明
戦
）

１
月
２

９
日
　
　
′
　

一大
学
選
手
権
一

３
月
１２
日
　

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

″
　
‐９
日
　
バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

※

日
野
稲
石
会
は
、
毎
月
３
回
土
曜
日
に

歌
う
会
は
、
毎
月
第
１
水
曜
日
に
開
催
っ

※
各
日
程
は
、変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

満席の大会々場

歌
の
り
―
ド
は
、

現
役
の
学
生
応
援
団
員

全員で校歌と早稲田の栄光を歌う
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同
好
会

・
行
事
だ
よ
り

ゴ
ル
フ
同
好
会

3らららら0らう0ら 0ら 0
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幹
事
　
高
橋
　
敏
夫

（４０

．
理
工
）

昨
年
度
の
春
の
コ
ン
ペ
は
、
５
月
に

「
富
岡
ＣＣ
」
で
２６
人
の
参
加
者
、
秋
の

コ
ン
ペ
は
、
１０
月
に

「
中
央
都
留
ＣＣ
」

で
四
人
の
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優
勝
者
は
、
春
が
佐
野
輝
男
氏
、
秋
が

北
川
賢
治
氏
で
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
毎
回
ゴ
ル

フ
場
へ
の
往
復
を
日
野
か
ら
の
貸
切
り

バ
ス
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
行
き
の
車

中
で
は
、
皆
さ
ん
が
、
そ
の
日
の
抱
負

を
語
り
、
帰
り
の
車
中
は
、
表
彰
式

懇
親
会
と
な
り
ま
す
。
懇
親
会
は
、
お

酒
が
入

っ
て
賑
や
か
で
す
。
そ
し
て
最

後
は
、
校
歌
斉
唱
で
締
め
く
く
り
ま
す
。

昨
年
は
、
こ
の
コ
ン
ペ
の
他
に
、
お

隣
の
八
王
子
早
稲
田
会
と
の
懇
親
ゴ
ル

フ
が
、
有
志
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
春
の
コ
ン
ペ
は
、
５
月
２８
日

（金
）
に

「
森
林
公
園
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
「

秋
は
１０
月
１
日

（金
）
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。
年
齢
に
よ
る
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ

ツ
プ
付
加
制
度
も
採
用
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
な
た
に
も
楽
し
め
ま
す
。

【連
絡
先
】
高
橋
　
容
剛
　
６
８
１
１

幹
事
　
士
口
原
　
　
正

（３４
・
政
経
）

当
会
は
、
平
成
６
年
５
月
に
発
足
。

現
在
の
会
員
数
は
女
性
２
名
を
含
め
て

２０
名
。
平
成
２‐
年
度
の
５
月
は
、
雨
天

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
９
月
に
は
車

山
、
１１
月
に
は
岩
殿
山
に
登
り
、
今
年

の
３
月
１３
日
に
は
、
景
信
山
に
７
名
の

会
員
が
登
り
ま
し
た
。

原
則
と
し
て
、
年
４
回
の
開
催
を
目

標
と
し
て
い
ま
し
て
、
こ
の
３
月
で
、

当
会
発
足
以
来
５０
回
日
と
な
り
ま
す
。

各
国
の
参
加
者
数
は
平
均
１０
名
余
り
で

す
が
、
時
に
は
会
員
の
御
夫
人
　
友
人

の
特
別
参
加
で
賑
わ
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
毎
回
山
歩
き
に
詳
し
い
皆
様
に
交

代
で
り
―
ダ
ー
役
を
お
願
い
し
て
、
下

見
調
査
を
さ
れ
た
ル
ー
ト
を
無
理
な
く

歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

老
化
現
象
は
、
脚
か
ら
始
ま
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
山
の
さ
れ
い
な
空
気
と
風

景
、
そ
れ
に
四
季
折
々
の
花
や
鳥
の
声

ぢ
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
脚
力
や
心
肺

機
能
ま
で
右
返
ら
せ
る
山
歩
き
は
、
山

頂
に
到
達
し
た
時
の
、
え
も
言
わ
れ
ぬ

達
成
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
日
野
稲

門
会
の
皆
様
に
ぜ
ひ
味
わ

っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
入
会

を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

【連
絡
先
】
吉
原
　
８
５８６
　
７
６
０
６

幹
事
　
英
　
　
　
武

（３４

・
商
）

「
日
野
荒
ぶ
る
会
」
は
、
発
足
以
来

７
年
が
経
過
し
、
会
員
の
平
均
年
齢
が

別
歳
を
超
え
ま
し
た
。
孫
が
小
中
学
校

で
ラ
グ
ビ
ー
に
熱
中
し
て
い
る
同
輩
も

二
人
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
酒
席
で
披

露
が
あ

っ
て
、
皆
に
羨
ま
し
が
ら
れ
た

が
、
本
人
は
浮
か
ぬ
顔
。
女
房
と
娘
が

「
お
爺
ち
ゃ
ん
―
　
い
い
ぞ
、
い
い
ぞ

ぢ
ん
て
、
け
し
か
け
る
の
は
、
や
め
て

く
だ
さ
い
。
先
日
も
顔
を
擦
り
む
い
て

き
た
り
、
心
配
で
困

っ
ち
ゃ
う
。
」
と

反
撃
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

平
成

１５
年
秋
か
ら
７
年
間
、
毎
試
合

２０
名
前
後
の
参
加
者
で
、
早
稲
田
ラ
グ

ビ
ー
を
追

っ
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し

「
日
野
荒
ぶ
る
会
」
発
足
以

来
の
常
勝
軍
団
も
、
奢
る
平
家
は
何
と

や
ら
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
準
決
勝
進

出
前
に
、
敗
退
の
屈
辱
を
味
わ
い
ま
し

た
。
で
も
新
年
会
の
席
で
、

コ
両
校
日

本
代
表
が
２
名
入
学
し
て
く
る
。
怪
我

の
Ａ
が
復
帰
す
れ
ば
犬
フ
年
は
大
文
夫
」

と
、
７０
代
の
会
員
は
予
言
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
奥
様
、
ご
家
族
と
ご

一
緒
に
観

戦
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【連
絡
先
■
熟
へ」
８
剛
　
７
６
２
６

日
野
荒
ぶ
る
会

ハ
イ
キ
ン
グ
同
好
会

早
慶
戦
を
応
援
す
る
会

当
会
は
、
春
と
秋
の
六
大
学
野
球
早

慶
１
回
戦
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
早
稲
田
は
、
投
手
陣
で
４
年

生
ト
リ
オ
を
、
打
撃
陣
で
昨
秋
ベ
ス
ト

９
に
輝
き
、
あ
る
い
は
、
打
撃
十
傑
に

入

っ
た
３
、
４
年
生
を
中
心
に
、
戦
力

が
充
実
し
、
そ
の
活
躍
に
期
待
が
持
て

ま
す
。
加
え
て
、
第
百
代
主
将
の
斎
藤

佑
樹
が
、
チ
ー
ム
を
ど
う
牽
引
し
て
い

く
の
か
、
ま
た
春
秋
連
覇
し
て
最
多
優

勝
回
数
に
並
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
、

今
年
の
見
所
の

一
つ
で
す
。

来
る
５
月
２９
日

（土
）
、
神
宮
球
場

で
の
応
援
と
場
外

（そ
ば
屋
）
で
の
野

球
談
義
を
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【連
絡
先
一
生
川
　
博

（４‐
　
政
経
）

８
５９３
　
７
２
９
０

応援席で母校に声援

岩殿山々頂で記念撮影
(前列右から3人目が筆者)

平成21年度収支計算書
(21 41^ 2́2331)

平成22年度収支予算書
(2241‐-23331)

収入の3B 収入の3B

科   目 金  額 摘  要 金  額 摘   要

前年度繰越金 292335 308678

会  費 278000 250000

受取利患 87 0

寄付金 3000 0

組織強化補助費 58000 呈1日■掌1繊11し権詢費 52,000 早モ日F1111111助資

総会会費 0 250,000

雑収入 650

言十 632072 860,678

支出の部 支出の3B

文化活動費 124039 収穫祭、1 イヽキング他 135000 収護年1 イヽキンタ地

会報発行費 53725 第 19号 400部 55000 第20号 400部

名簿関係費 5576 名簿印昂」 0

涌信費 1440C 総会、収穫祭 14,000 総会 収穫祭

旅費交通費 26,00C 会報、三多摩支部他 25000 会報、稲門祭他

会議費 4,29C 会計監査、打合セ 4000 会計監査、打合セ

諸会費 2400C 三多摩支g属他 52000 三多摩支部他

事務用品費 18,871 フリンターインク地 13000 フリンターインクt

支払手数料 1396C 郵便振込手数料 13000 郵便llT込手数料

雑 費 30833 生花稲P:祭関連lll 6000 ホームヘージ

予備費 0 0

総会費 7,700 会場費 260,000 総会 懇親会費

次年度繰越金 308,678 名簿発行費積立金他 283678 名簿発行資積立全地

合  計 632072 860,678

預り金 4,000 0
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バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会

バ
ー
ド
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
会
は
、
春
秋

の
年
２
回
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
春
は
、
３
月
２２
日
に
、
１３
名

が
参
加
し
て
、
多
摩
動
物
公
園
で
開
催
ｃ

正
門
近
く
の
池
で
、
数
種
の
水
鳥
を

見
な
が
ら
講
師
の
説
明
を
聞
く
。
そ
の

す
ぐ
前
の
林
で
は
、
営
巣
し
て
い
る
ア

オ
サ
ギ
の
コ
ロ
ニ
ー
が
見
ら
れ
た

）́

公
園
の
奥
に
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
巣

づ
＜
り
に
励
む
カ
ワ
セ
ミ
の
ベ
ア
に
遭

遇
し
、

一
同
歓
声
を
あ
げ
る
。
最
後
は

ワ
シ
類
が
飼
育
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
イ
ン

グ
ゲ
ー
ジ
を
見
て
、
約
２
時
間
の
観
察

を
終
え
た
ｃ
今
回
は
２８
種
の
鳥
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【連
絡
先
】
阪
本
昭
夫

（３７
　
教
育
）

８
剛
　
４
４
５
３

公園の池畔で水鳥観察

日
野
稲
石
会

幹
事
　
長
谷
川
洋
文

（４７
　
理
工
）

日
野
稲
石
会
は
、
国
立
稲
石
会
と
合

同
で
、
毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日
は
国

立
公
民
館
で
、
第
３
土
曜
日
は
日
野
市

勤
労
青
年
会
館
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と

囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
真
剣
勝
負
の

「
囲
碁
大
会
」

も
毎
年
開
催
し
、
さ
さ
や
か
な
賞
品
を

取
る
べ
く

一
喜

一
憂
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
オ
ー
ル
早
稲
田
囲
碁
祭
が
、

毎
年
６
月
初
旬
に
、
調
布
稲
門
会
の
囲

碁
大
会
が
１
月
と
７
月
の
第
４
日
曜
日

に
あ
り
、
他
の
稲
門
会
と
活
発
に
交
流

し
て
い
ま
す
。

囲
碁
は
、
黒
石
と
白
石
を
交
互
に
置

い
て
、
相
手
よ
り
多
く
陣
地
を
取
る
ゲ

ー
ム
で
す
。
た
だ
し
、
あ
ま
り
欲
を
出

し
て
陣
地
を
広
げ
す
ぎ
る
と
、
陣
地
の

す
き
間
か
ら
進
入
さ
れ
た
り
、
自
分
の

陣
地
の
中
に
、
相
手
に
陣
地
を
作
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

盤
上
の
数
か
所
で
、
陣
地
を
取
る
た

め
の
戦
い
が
あ
り
ま
す
が
、

「
ほ
ど
ほ

ど
」
の
戦
い
を
し
な
が
ら
、
結
果
的
に

相
手
よ
り
少
し
勝
つ
こ
と
を
目
指
す
と

い
う
、
非
常
に
紳
士
的
か
つ
友
好
的
ぢ

ゲ
ー
ム
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
本

な
ど
で
ル
ー
ル
を
勉
強
し
、
ぜ
ひ
当
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

【連
絡
先
】
長
谷
川
８
剛
　
９
７
６
５

幹
事
　
小
笠
原
　
由豆

（４０

．
政
経
）

テ
ニ
ス
で
心
身
爽
快
。
我
々
の
年
代

で
出
来
る
ス
ポ
ー
ッ
で
無
理
が
そ
こ
そ

こ
利
い
て
、
笑
い
声
と
楽
し
さ
が
同
居

し
、
気
分
転
換
と
運
動
不
足
の
解
消
に

ひ

っ
た
り
な
の
が
テ
ニ
ス
だ
と
思
う
。

現
時
点
で
、
日
野
稲
門
会
で
最
も
新

し
く
立
ち
上
が

っ
た
当
会
は
、
今
年
の

４
月
で
３
年
目
を
迎
え
る
。
現
在
会
員

数
は
１５
名
で
、
市
の
多
摩
平
第
１
公
園

内
に
あ
る
５
つ
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
活

動
の
場
で
あ
る
。
２
コ
ー
ト
使
用
す
る

が
、
抽
選
に
漏
れ
た
時
は
、
―
コ
ー
ト

に
な
る
。
毎
週
失
曜
日
の
第
２
、
第
４

が
定
例
の
練
習
日
で
あ
る
が
、
も
の
足

り
な
い
会
員
は
、
他
の
ク
ラ
ブ
に
も
参

加
し
て
い
る
。

活
動
内
容
と
し
て
、
今
年
１
月
ま
で

の
１０
か
月
で
１６
回
開
催
し
、
延
べ
人
数

‐３
名
、
平
均
８
名
強
の
参
加
人
数
で
あ

る
。
練
習
内
容
は
、
２
時
間
の
中
で
、

各
自
準
備
体
操
後
、
ボ
レ
ー
、
ス
ト
ロ

ー
ク
を
“
～
３０
分
行
い
、
す
で
に
ダ
ブ

ル
ス
の
試
合
を
行
う
。
実
践
形
式
の
練

習
主
体
と
い
え
よ
う
。

昨
年
は
、

一
度
他
流
試
合
を
行
い
、

他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
深
め
た
。
今
後

の
活
動
方
針
と
し
て
、
４
月
よ
り
定
例

練
習
日
を
現
在
の
倍
の
毎
週
と
し
、

一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
決
ま

っ
た
。

【連
絡
先
】
小
笠
原
ａ
剛
　
５
５
３
２
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０
３

１０
年
ぶ
り
の

日
野
稲
門
会

鷹
尾
　
清
文

（３８
　
文
）

私
は
昨
年
の
夏
、
娘
達
の
希
望
を
入

れ
、
日
野
市
百
車
の
住
民
に
戻
っ
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、
大
谷

一
夫
先

輩
か
ら
ご
案
内
を
い
た
だ
き
、
１０
年
ぶ

り
に
日
野
稲
門
会
に
再
入
会
し
た
。

日
野
稲
門
会
に
は
、
昭
和
５４
年
の
発

足
第
１
回
の
総
会
か
ら
出
席
し
た
。
そ

し
て
後
日
、
立
川
国
際
ＣＣ
で
行
わ
れ
た
、

懇
親
ゴ
ル
フ
に
も
参
加
し
た
。

１０
年
ほ
ど
前
、
私
は
、
そ
れ
ま
で
住

み
慣
れ
た
日
野
を
離
れ
、
故
郷
の
愛
媛

に
移

っ
た
。
私
の
故
郷
は
、
愛
媛
県
伊

予
市
双
海
町
の
農
家
だ
。

昭
和
３０
年
、
松
山
商
業
高
校
を
卒
業

後
、
京
都
の
呉
服
屋
に
就
職
し
た
が
、

途
中
で
退
職
し
た
。

そ
の
後
東
京
へ
出
て
き
て
か
ら
、
昭

和
３４
年
に
、
早
大
文
学
部
に
入
学
し
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
４
年
後
に
卒

業
し
た
。
卒
業
後
の
職
場
は
、
主
に
流

通
業
界
で
、
浮
き
沈
み
の
激
し
い
生
活

だ

っ
た
。

定
年
後
は
、
の
ん
び
り
過
ご
し
た
い

と
思
い
、
平
成
１１
年
秋
に
、
日
５
市
か

ら
松
山
市
奥
道
後
に
隠
居
家
を
構
え
、

転
居
し
た
の
だ
。

松
山
市
で
は
、
大
学
時
代
を
過
ご
し

た
常
盤
学
舎
の
先
輩
が
待
ち
構
え
て
い

た
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
に
も
な

っ
た

『坂
の
上
の
雲
質

司
馬

遼
太
郎
）
の
主
人
公

「
秋
山
好
古
　
員

之
兄
弟
の
生
家
」
を
復
元
す
る
た
め
の

募
金
委
員
や
、
秋
山
兄
弟
生
誕
地
の
運

営
を
し
て
い
る
常
盤
同
郷
会
の
常
務
理

事
に
任
命
さ
れ
た
。

秋山兄弟生誕地にある好古大将像 (右)
と員之中将像 (左)(松 山市歩行町)

「多摩川・浅川クリーン

作戦」に当会も参加

4月 18日 (日)に 行われた 「多

摩川 浅川クリーン作戦」に、日

野稲門会の幹事と会員17名が参カロ

した。

これは、当会のボランティア活

動の一環として、ふるさとの清流

を取り戻す運動に協力したもの。

午前 9時 30分 に 、市内の一番

橋北詰に有志の会員が集合。約 1

時間にわたり、浅川両岸のゴミを

拾い集める清掃活動を行った。

一　会一≒一』“唯
・覧糞静窄̈
町収）
■
名
匿
婚
会
Ｐ
Ｒ
　
　
　
　
　
　
沐

，
そ
の
他

（稲
門
祭
案
内
他
）
　

¨

そ
こ
で
早
速
、
仲
間
違
と
募
金
活
動

　

い
た
こ
と
は
、
旧
知
の
Ｏ
Ｂ
達
が
若
々

を
展
開
し
、
海
外
お
よ
び
全
国
の
約
―

　

し
く
、
組
織
活
動
も
活
性
化
し
て
い
る

万
人
か
ら
日
標
額
を
上
回
る
１
億
７０
万

　

こ
と
だ

っ
た
。

円
を
集
め
、
計
画
ど
お
り
事
業
を
達
成

　

　

〈
フ
後
は
、
役
員
の
皆
様
を
中
心
に
Ｏ

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ
間
の
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
余
生
に

昨
年
１１
月
、
１０
年
ぶ
り
に
日
野
稲
門

　

し
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

会
と
三
多
摩
支
部
大
会
に
出
席
し
て
驚

【「一一一多摩よ

」の
】

東
村
山
稲
門
会
な
ど
の
主
催
に
よ
る
、

今
年
度
の
三
多
摩
支
部
大
会
は
、
１１
月

日
日

（日
）
に
、
早
大
大
隈
ガ
ー
デ
ン

ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
ご
希

望
の
方
は
、
事
務
局
　
窪
丼
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
事
務
局
で
、
ま
と
め
て

申
し
込
み
を
い
た
し
ま
す
．
詳
細
は
別

途
案
内
を
出
し
ま
す
。

８
獅
　
１
９
５
３

（窪
井
）

―一一一‐《日野稲門会現役員》‐――――

名
誉
会
長

顧
　
問

△
蚕
　
長

副
会
長

幹

事

監
脊

′́
　

事
務
局

′
　

会
報
担
当

△
野

訂
相
一当
一

昭 昭
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文 文

浅川の清掃活動に参加した稲門会々員

輩
会
員
の
動
き

《
新
入
会
員
》

鷹
尾
　
清
文

田
中
　
逸
男

《
退
会
会
員
》

市
野
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中
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充
夫

北
野
　
健
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中
武
　
英
憲

四
体
育
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田
　
吉
郎

２３
専
政
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ユЮ
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教
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山
内
　
払
徊
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３４
商
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政
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士
□
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政
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早
川
　
圭
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理
エ
　
カ注
井
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育
　
阪
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昭
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４０
政
経
　
小
笠
原
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４０
理
工
　
一局
橋
　
敏
夫

４‐
政
経
　
鈴
木
　
武
彦

４‐
政
経
　
生
川
　
　
博

４‐
政
経
　
山
□
　
隆
久

４２
工
研
修

石
川
　
　
宏

４３
理
工
　
藤
村
　
重
雄

４７
理
工
　
長
谷
川
洋
文

６‐
理
工
　
土
肥
宏

一
郎

■
訃
報

当
会
の
幹
事
で
副
会
長
を
務
め
て
お

ら
れ
た
、
市
野
誠

一
さ
ん
が
、
昨
年
１２

月
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
．
享
年
７４
歳
で

し
た
（

市
野
さ
ん
は
、
日
野
稲
石
会
の
幹
事

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
同
会
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
．
こ
こ
に
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
析
り
い
た
し
ま
す
．

市
野
⌒誠
35 -―

さ
ん

。
文
）


